
NPO 法人横浜日独協会 第７７回理事会議事録 

 

１．日時：2024 年 10月 19日（土）13：00～14：20 

２．場所： 港北区民文化センターミズキーホール 音楽ルーム 

３．理事総数 17 名  

 

４．出席者：成川会長 南雲副会長 寺澤常務理事 大堀常務理事 津澤常務理事 中尾理事 

北井理事 大治理事、岡本理事                 以上９名  

（欠席・議長委任）向井副会長 山口常務理事 小島理事 佐藤理事 藤田理事  以上５名 

（欠席）ゼーリヒ理事 ユーデック理事 西条理事              以上３名 

（理事以外の出席）能登監事                                 以上１名 

 

５．議事の経過の概要および議決の結果  

定款第 32 条、34 条にもとづき、成川会長は、理事会を招集し、成川会長を議長とし

て開催された。本理事会の議事録署名人は議長の成川会長、南雲副会長、津澤常務理

事とした。 

 

第１号議案（報告）  

 

前回（９/２１）の第７６回理事会以降の主要な活動報告と今後の予定について  

〇前回理事会以降の活動については特記事項なし。 

○成川会長が委員でもある「日独フォーラム」が 10月 29-31日開催予定。テーマは、AI

利用の課題と人口減少。 

○副理事長をしている日独産業協会のフォーラムが１１月５日に開催予定。こちらの議題

も人口減少。 

○在日ドイツ大使として８月にペトラ・ジグムント大使が着任したところであるが、在ド

イツ日本大使も９月に交替した。新任大使は志野光子氏で、前任は国連大使兼次席代表。

奇しくも両大使が女性となった。                   （成川会長） 

〇１０月以降の講演会予定は、１１月：ゲオルグ・ロエル氏（前ＮＲＷジャパン社長）。 

年内は終了し、来年の計画については、２月は神奈川大学のブーヘンベルガー先生にお願

いし、１月、３月で津澤常務紹介の２人を検討したい。         （大堀常務） 

○１月、３月で検討中の２名（横浜商科大学の羽田功学長とプロ棋士の石倉昇氏）につき

紹介。                               （津澤常務） 

 

第２号議案（報告） 

 

○神奈川県の認定 NPO法人５年目の更新については、１０月１１日に行われた神奈川県の

第二回審査会で承認された。今後、更新組織の名前を報告する県の条例改正を経て、正式



に承認手続きが終了する。続いて年初から受付が開始される横浜市からの認可更新の準備

に取り掛かる。 

○事務局業務補助者で決まった、賛助法人会員である富士フォトハイドロ社勤務の女性

（大野田氏）の業務を、会計の二重チェックから始めており、１０月末の残高照合で、実

際の業務を行う。今後、会員名簿、会費支払いの管理といった追加業務も検討する。 

        （津澤常務） 

○今回の神奈川県からの認可更新に関わる手続過程で、いくつか今後の活動についての

「決意」を表明したが、その実現のために、今後理事の皆さんのご協力を期待している。 

                                 （成川会長）  

第３号議案（報告） 

 

○１０月１２日、独逸学園のオクトーバーフェストが開催され、フェリス女学院大学の卒

業生や学生と一緒に参加した。とても盛況で来賓のドイツ大使始め、都筑区関係者他多く

の参加者にご挨拶をさせて頂いた。                       

○恒例のクリスマス会に、最近関係が一層親密になっている神奈川大学やフェリス女学院

大学の学長の招待を行いたい。神奈川大学学長は最近交替されたので、その前に成川会長

以下でご挨拶する機会を設定したい。またフェリス女学院大学と神奈川大学については、

若者の交流機会を増やす目的で、日独交流に熱心な学生たちも会費割引を行った上でお誘

いしたい。                           （南雲副会長） 

○フェリス大学については、次期理事長が予想される元三菱 UFJ銀行の神谷常務理事とは

懇意にしているので、彼との関係も使いながら関係を深化させたい。  （成川会長） 

               

第４号議案（報告） 

 

○次回会報の原稿の締切りは、年末年始のスケジュールも勘案し、１１月末でお願いした

い。                        （山口理事・津澤常務代読） 

                                              

その他 

○１１月の講演会場である川崎市自治会館より、「講演会で会員以外の一般参加者から会費

を徴収するのは営利行為となるので認められない。従来はグレーということで見逃してき

たが、以降はそう決めさせて頂く」との連絡を受けた。会費収入は、会場費や講演者への

謝礼等の費用を考えると「営利目的」とは全く考えられないが、今から別の会場を確保す

るのは難しいこともあり、今回は、非会員は無料とせざるを得ないだろう。一方会員参加

者からのみ会費を徴収することは、現状会員の理解を得ることは難しいと思う。従って１

１月の講演会については、会員も非会員も無料の公開講演会とすることで、ホームページ

上の案内も修正することとする。今後については、こうした会場は無料の公開講演会を開

催する場合を除き避ける方向で対応したい。              （成川会長） 

 



○この会場は、他の会場と違い、抽選手続きを経ないで予約できることもあり、全く使わ

ないというのも避けたい。ここを使う場合は、上記の対応をさせて頂くということでお願

いしたい。                             （岡本理事）                 

                                                   

以上により本日の議事を終了して、議長は閉会を宣した。  

 

以上、この議事録が正確であることを証します。  

 

2024 年 10月 19日  

議     長    成川 哲夫  

議事録署名人    南雲 淑子 

議事録署名人   津澤 元一 


